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Abstract 

The delay and inf(巴riorityof Japanes巴persimmon‘Fuyu' coloration hav巴becomevery problematic years. To identi今solutions

to this problem， this study investigated the effects oftreatment with fertilizer containing a natural type of abscisic acid (S-ABA) 

on fruit skin coloration. Treatment with fertilizer containing S-ABA led to a significant increase in coloration ofthe fruit apex， 

reaching a 1.0 higher color chart value， and necessitating a 7-10 day earlier harvesting time compared to controls. Significant 

effects on treatment with fertilizer containing S-ABA were observed before coloring onset in this study， which co汀巴spondsto 

the period from September to the beginning ofOctober. However， treatm巴ntaft巴rtheons巴tof coloring was ineffective. Coloration 

improvement was observed approximately 10 days a丘町 thetreatment. Significant differences were found in color chart values 

compared to control fruits until harvesting. These results suggest that coloration improvement on using fertilizer containing 

S-ABA was due to accelerating the transition to the coloring period. 

Key Words : coloring， global warrning， maturation 

キーワード:着色，温暖化，成熟

緒日

カキは，成熟期になると果皮に多量のカロテノイドを蓄

積し，黄色からオレンジ色，赤色と徐々に色調を変化させ，

古来より深まりゆく秋の情景を感じさせる果実として親し

まれている カキの果皮色は優良産地においては卸売価格

に大きく関与しており，消費者が購入時に重視する要因と

なっている(秋元・黒田， 1979). しかし近年カキの着色

に変化が認められており，温暖化によって開花期が早くな

り，発育ステージが前倒しになると，着色期が高温になる

とともに，果実発育期間全体が高温になっているため，着

色遅延や阻害が頻発するようになっている(杉浦ら， 2009). 

カキ‘富有'は， 9 ~ 11月の平均気温が 170C付近の産

2014年 1月9日受付. 2014年4月 16日受理.

本報告の一部は，平成 22年度園芸学会秋季大会で発表した.
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地では着色が良好であるが， 180C以上では着色が劣り(中

{氏 1982)，9 ~ 10月の平均気温が低く推移すると最終的

な着色が良好となる(新川ら， 2014). カキのカロテノイ

ド蓄積は，着色開始初期にはカロテノイド生合成関連酵素

遺伝子群の発現レベルの一斉上昇に伴って，ゼアキサンチ

ン，次に s-クリプトキサンチンが蓄積し，着色期後半に

は遺伝子発現パターンの変化によってリコペンが蓄積する

といったカロテノイド生合成経路の下流に位置する物質か

ら順次蓄積していく傾向が認められる(新川ら， 2008). 

このことから，カキのカロテノイド蓄積は下流の物質が一

定量蓄積することによって順次上流物質が蓄積するという

規則性を有しているものと推察される.

植物ホルモンの一種であるアブシシン酸は，カロテノイ

ド生合成経路を経由して合成され，種子の休眠や乾燥スト

レス時の葉の気孔開閉などの作用性を持つものと考えられ

ている(川上， 2002). 高等植物におけるアブシシン酸の

合成は，低温条件で促進される(モーア・ショップァー，

1998) ことが知られており，成熟期のブドウ‘安芸クイー
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ン'を 200Cと300Cで2週間栽培した場合のアブシシン

酸濃度は， 200Cの方が1.6倍高濃度になっており，アブ

シシン酸レベルによって着色がコントロールされている可

能性が示唆されている (Yamaneら， 2006). そこで，本研

究ではブドウなどの果樹で着色促進効果を示すアブシシン

酸について，カキに対する効果を明らかにするとともに，

実用化のための最適な処理条件について検討を行った.

材料および方法

本研究は，着果位置による受光状態の違いを極力排除す

るために，平棚栽培を行っている樹 (2012年現在で 23年

生‘すなみ'ならびに 38年生‘富有， )を用いて試験を行っ

た.アブシシン酸は，実験 lでは市販試薬である (+)-cis，

trans-Abscisic Acid (A. G. Scientific) を用い，実験 2では

天然型アブシシン酸を 10%含有する家庭園芸用肥料(ミ

ヨピ，パル企画) (以下，アブシシン酸含有肥料)を用いて，

アブシシン酸として所定の濃度となるように水で希釈し，

ハンドスプレーもしくは背負い式動力噴霧器によって散布

した.散布については，果実への吸収を促すためへたを中

心に果実全体に十分量を処理した.果皮色の調査は，色彩

色差計 (CR-400，コニカミノルタセンシング)を用いて

果頂部の色相角度 (W) を測定した.カキは，カラーア

ナライザーの果色の測定値とカラーチャートの色票との比

較が容易であるため(山崎・鈴木， 1980)，カキ用カラー

チャート(農林水産省果樹試験場監修)の色見本を色彩色

差計で測定し， H。とカラーチャート値の相闘を求めて換

算式を作成し，測定した H。をカラーチャート値に換算し

た.相関式については，色彩色差計のパルスキセノンラン

プの劣化やカラーチャートの色見本の退色などの影響を除

外するために，毎年収穫直前に作成し，当該年の果実はす

べて同じ換算式を用いた (2012年度は，カラーチャート

値=-9.073 X LN (W) + 43.398 : R2 
= 0.986). なお， ラベ

リングした果実に落果や障害が認められた場合はその都度

同一樹の近隣の同程度の果実に変更し常に同数の果実と

なるようにした.

1. (+)・cis，trans-AbscisicAcidの果実散布がカキの着色に及

ぼす影響(実験 1)

2011年に岐阜県農業技術センター植栽の‘すなみ， (官

有'の大果枝変わり品種) 1樹を供試し， 2本主枝の内 1

本を散布区，もう l本を無散布区とした.散布区は， (+)-

cis，trans-Abscisic Acid 400 ppmに相当する希釈水溶液を 9

月 29日に散布した.散布直前ならびに散布後経時的にそ

の時点で試験区内において平均的な着色程度ならびに大き

さの果実を 5果ずつ採取し，果頂部の果皮色を測定した.

2. アブシシン酸含有肥料の果実散布が着色に及ぼす影響

(実験 2)

1)繰り返し散布による効果の検討

アブシシン酸含有肥料によるカキの着色向上効果の最大

値と年次変動を検討するため， 2010 ~ 2012年の毎年，ア

ブシシン酸含有肥料の繰り返し散布を行った. ‘富有， 1樹

を用いて，同一樹体内に主校単位で散布区と無散布区を設

けた.アブシシン酸含有肥料の 250倍希釈水溶液(400ppm 

の天然型アブシシン酸を含有)をカキ‘富有'の着色開始

期前後の 9 月上旬~ 10月初旬に散布した. 2010年は 9月

2日， 9月 7日， 9月 14日および9月 22日， 20日年は 9月

13日， 9月 17日， 9月 22日および 9月 29日， 2012年は

9月 1日， 9月 12日， 9月 21日および 10月 2日の概ね 1

週間から 10日間隔で合計4回散布した.樹体内の平均的

な果実を各区 15果ずつランダムに選び，散布直前ならび

に散布後に果頂部果皮色の推移を経時的に調査した.

2)散布時期の検討

アブシシン酸含有肥料によるカキの着色向上効果をもた

らす処理適期を明らかにするため， 2009 ~ 2011年の毎年，

8， 9および 10月の各月中旬にアブシシン酸含有肥料の散

布を行った. ‘富有 1樹を用いて，同一樹体内に亜主枝

単位で時期を変えた散布 3区と無散布区を設けた.アブシ

シン酸含有肥料の 250倍希釈水溶液を， 2009年は8月 11日，

9月 11日または 10月 12日， 2010年は 8月 16日， 9月 17

日または 10月 12日， 2011年は 8月 18日， 9月 17日また

は 10月 12日にそれぞれ散布した.散布直前に樹体内の平

均的な果実を各区 15果ずつランダムにラベリングし，果

頂部果皮色の推移を経時的に調査した.

3)濃度の検討

アブシシン酸含有肥料によるカキの着色向上効果をもた

らす最適濃度を検討するため， 2009年 9月 11日にアブシ

シン含有肥料の 500，1，000または 2，000倍希釈水溶液(そ

れぞれ 200，100および 50ppmの天然型アブシシン酸を含

有)を散布した. ‘富有 1樹を用いて，同一樹体内に主枝

単位で濃度を変えた散布 3区と無散布区を設けた.散布直

前に樹体内の平均的な果実を各区 15果ずつランダムにラ

ベリングを行い，果頂部果皮色の推移を経時的に調査した.

4)実用性の検討

アブシシン酸含有肥料によるカキの着色向上効果を実用

レベルにするためには，散布濃度ならびに回数を減らす必

要がある.そこで， 2010 ~ 2012年の毎年 9月に，アブシ

シン酸含有肥料の 500倍希釈水溶液を l固または 2回散布

した ‘富有， 6樹 (2012年現在 38年生)のうち 1回散

布区， 2回散布区および無散布区を各区 2樹設け，散布区

は樹全部の果実に散布を行った.散布直前に樹体内の平均

的な果実に l樹当たり 15果ずつランダムにラベリング (1

区当たり 30果:15果 X 2樹)を行い，果頂部果皮色の推

移を経時的に調査するとともに， 2010年は 11月 28日，

2011年は 11月 24日および 2012年は 11月 26日に一斉収

穫し果実品質を調査した.またラベリングした果実を除く，

試験区内のすべての果実は，収穫基準(果頂部カラーチャー

ト値 5.0 以上)に到達した果実を週 I 回の間隔で合計 4~

5固に分けて順次収穫していき，累積収穫率を求めた.なお，

試験は毎年同ーの 6樹を用いたが年によって試験区が変

j 
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3)濃度の検討

2009年にアブシシン酸含有肥料の散布濃度がカキ‘富

有'の着色に及ぼす影響について検討した.散布後 18日

経過した 9月 29日時点で， 500倍散布区で無散布区と比

べて果頂部カラーチャート値が有意に高くなり効果が認め

られた(第 2表). 1，000倍ならびに 2，000倍散布区では，

一時的に有意な差が認められた時期もあったが，無処理区

とほぼ同等に推移し， 11月上旬の果頂部カラーチャート

値に差は認められなかった.
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1. (+ )-cis， trans-Abscisic Acidの果実散布がカキの着色に

及ぼす影響(実験 1)

(+)・cis，trans・AbscisicAcidのカキ‘すなみ'への果実散布

後7日程度経過すると，散布区では無散布区に比べて果頂

部カラーチャート値が高くなる傾向が認められ， 15日後

には無散布区より1.0，30日後には同じく1.5有意に高く

なり，着色の進行が早まった(第 1図). 

2. アブシシン酸含有肥料の果実散布が着色に及ぼす影響

(実験 2)

1)繰り返し散布による効果の検討

9 月上旬~ 10月初旬にアブシシン酸含有肥料をカキ‘富

有'果実へ 4回繰り返し散布を行ったところ， 2010 ~ 

2012年の 3か年とも 9月下旬頃より無散布区に比べて，

果頂部のカラーチャート値が有意に高くなった(第2図)• 

10月以降両区のカラーチャート値の差は，散布区が約1.0

高い状態で進み，差が広がることなく 11月下旬までその

まま推移し，収穫期となった

2)散布時期の検討

2009 ~ 20日年の 3か年アブシシン酸含有肥料の散布時

期がカキ‘富有'の着色に及ぼす影響について検討した.

2009年は 9月散布区で無散布区に比べて有意に果頂部カ

ラーチャート値が高くなり，収穫期を迎えた 11月 10日時

点でのカラーチャート値の差は 0.7であった(第 l表)• 

2010年も 2009年と同様の傾向で， 9月散布区のみが有意に

果頂部カラーチャート値が高く， 11月 10日のカラーチャー

ト値の差は1.1であった. 20日年は9月散布区については，

過去2年と同様の傾向であった.また 10月散布区について

も無処理区と比べて 10月下旬以降有意な差が認められ， 11

月9日のカラーチャート値は約 0.8高くなった.

更するように， 2樹ずつをローテーションして調整した.
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Table L Effects oftrea仕nenttimes with 250-fold fertilizer containing a natural type ofabscisic acid on the color chart value ofthe skin of 

the企uitapex.

year treatment time investigation date (MonthIDay) 

Sep.30 Oct.06 Oct.l3 Oct.20 Oct.27 Nov.02 Nov.l0 

Aug.11 1.40 aZ 1.79 a 2.51 a 3.13 a 3.63 a 4.29 ab 4.69 a 
2009 Sep.11 1.69 a 2.20 b 3.17 b 3.55 b 4.40b 5.08 b 5.70 b 

Oct.l2 1.37 a 1.85 ab 2.58 a 3.21 a 4.01 ab 4.78 ab 4.95 ab 
cont. 1.35 a 1.77 a 2.19 a 2.87 a 3.79 a 4.36 a 4.96 a 

Sep.29 Oct.06 Oct.l2 Oct.l9 Oct.27 Nov.02 Nov.IO 

Aug.16 1.03 ab 1.33 a 1.71a 1.95 a 2.75 a 3.31 ab 4.06 a 
2010 Sep.17 1.44 b 2.07 b 2.54 b 2.89 b 3.80b 4.39 b 4.93 b 

Oct.l2 0.99 a 1.29 a 1.51a 2.24 a 2.79 a 3.46 ab 3.95 ab 
cont. 0.93 a 1.33 a 1.71a 1.91a 2.65 a 3.39 a 3.79 a 

Sep.29 Oct.07 Oct.l3 Oct.20 Oct.27 Nov.02 Nov.09 

Aug.18 0.87 a 1.38 a 1.80 a 2.45a 3.09 a 4.03 ab 4.89 ab 
2011 Sep.17 1.35 b 1.99 b 2.94 b 3.64 b 4.37b 4.76 c 5.80 c 

Oct.l2 0.86 a 1.33 a 1.98 a 2.91 a 4.04 b 4.66 bc 5.37 bc 
cont. 0.89 a 1.25 a 1.69 a 2.48a 3.05 a 3.88 a 4.61 a 

Z The color chart value was converted企omHue angle (HO
) measured using a color-difference meter. Means in the same colunm within the 

same year follow巴dbyth巴same1巴仕erare not significantly different at P < 0.01 by Tukey test (n = 15). 

Table 2. Effi巴ctsof treatment concentrations of fertilizer containing a natural type abscisic acid on the color chart value of the skin of the 

企mtapex. 

Dilution ratioZ Sep.14 Sep.22 Sep.29 Oct.05 Oct.l2 Oct.l9 Oct.26 Nov.02 Nov.09 

2，000-fold 0.78 aY 1.37 a 1.72 ab 2.14 ab 2.78 ab 3.67 b 4.21 ab 4.86 a 5.40 a 
1，000-fold 0.83 a 1.33 a 1.49 ab 2.07 ab 2.65 ab 3.37 ab 3.77 a 4.96 a 5.39 a 
500-fold 1.00 a 1.44 a 1.81 b 2.4lb 3.06 b 3.83 b 4.71 b 5.54 b 6.11 b 
cont. 0.80 a 1.17 a 1.37 a 1.78 a 2.50 a 3.12 a 3.99 a 4.58 a 5.47a 

Z Treatment was conducted on September 11， 2009 by hand spraying. 
Y The color chart value was converted企omth巴Hueangle (HO

) measured using a color-difference meter. Means in the same colunm followed 

by the same le紅巳rare not significantly different at Pく 0.01by Tukey test (n = 15). 

4)実用性の検討

アブシシン酸含有肥料によるカキの着色向上効果を実用

レベルで評価するために，散布濃度を 500倍，散布回数を

l回もしくは2回とした場合のカキ‘富有'の着色と果実

品質に及ぼす影響とラベリングした果実を除いた試験区内

のすべての果実の累積収穫率について検討した.

果頂部果皮色のカラーチャート値は試験した 3か年とも

同様の傾向で，散布区では回数にかかわらず，無散布区と

比べて 10月上旬には有意に高くなり， 11月下旬までその

まま推移した(第 3図).一斉収穫時の果実品質は，果頂

部は 3か年とも散布団数にかかわらず無散布区と比べて有

意に高く，果胴部では 2010年の l回散布区および2回散

布区， 2011年の 2回散布区 2012年の l回散布区で有意

に高くなった(第 3表).果底部は 2012年の l回散布区お

よび2回散布区で、有意に高かったが，他の年は差が認めら

れなかった.果実の大きさでは，平均果重において 2010

年の 1回散布区および2回散布区， 2012年の l回散布区

で有意に大きくなっていたが，年や散布団数により，効果

にバラツキが認められた.果実糖度と果肉硬度については，

明確な差は認められなかったが， 2010年の 2回散布区な

らびに 2012年の 1回散布区といった無散布区より有意に

高くなる試験区も認められた.

累積収穫率は，散布区が早く収穫できる傾向が認められ

たが，年によって効果に差が認められた(第4図).前半

2回の収穫率では， 2010年と 2011年では無散布区の収穫

率が 30%前後であるのに対して，散布区では 60%以上の

収穫率となり，収穫の前進化が顕著であった. 2012年も

散布区の収穫率は高かったが，無散布区との差は比較的小

さく，年による効果の差が認められた.

考察

アブシシン酸含有肥料によるカキの着色向上効果は， 3 

か年とも安定的に認められ，概ねカラーチャート値で1.0

高く，収穫期では 1週間から 10日前進させる効果であっ

た(第 2図)• この効果については，散布回数に関わらず

ほぼ一定であり(第 3図)，散布区では半月ほど経過した

後に着色が始まるが，無散布区の着色が始まるとカラー

チャート値の差は広がることなく，そのまま収穫期まで推

A 
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Fig. 3. Effects of treatment times with 500-fold fertilizer 

containing a natural type of abscisic acid on the color chart 

value of the skin of the fruit apex. The color chart value was 

converted from the Hue angle (HO
) measured using a color-

difference meter. Different letters represent significantly 

different at Pく 0.01by Tukey test (n = 30). Vertical bars 

show :!:: SE ofthe mean. 

移した また無散布区の着色が既に始まった 10月中旬の

散布では効果は安定しなかった(第 l表).試験に用いた

アブシシン酸含有肥料には，天然型アブシシン酸に加えて，

リン酸，カリ，苦土，マンガンおよびホウ素などが含まれ

ているが，カキの着色向上効果については，(+ )-cis，trans-

Abscisic Acidを用いた実験 lの結果と一致しており，実験

2における着色向上効果については，天然型アブシシン酸

に起因するものと推察される.

カキにおけるアブシシン酸による着色向上に関する報告

は少ないが， Nakanoら (1997)は， ‘平核無'を用いて果

実成長第 II期の 9月 13日の散布処理によって果皮色が向

上することを報告している.また，松井ら (1992b)は，官

有'に対するアブシシン酸の散布は，幼果期の時期では効

• First harvest 
ロFourthharvest 

• Second harvest ロThirdharvest 
ロFifthharvest 

Twice 

Once 

cont 

Twice 

Once 

cont 

Twice 

Once 

cont 

0% 60% 100% 20% 40% 80% 
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Fig. 4. Effects of treatment times of 500-fold fertilizer containing 

a natural type of abscisic acid on the harvesting time. 

Harvest days in 2010・日rst，Nov.5; second， Nov.13; third， 

Nov.19; fourth， Nov.26;自fth，Dec.l. 

Harvest days in 2011・first，Nov.8; second， Nov.16; third， 

Nov.22; fourth， Nov.28 

Harvest days in 2012: first， Nov.8; second， Nov.13; third， 

Nov.20; fourth， Nov.27; fifth， Dec.4. 
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Table 3. Effects of佐eatmenttimes with 500-fold fertilizer containing a natural type of abscisic acid on企uitqualiザ.

experiment color chart valueY 
企uitweight fruit shape (cm) 

。Brix fiesh firmness Number 
year" 

plot apex equater bo抗om (g) long diameter short diameter height (kg ・cm-2) ofseeds 

twlce 5.4 bX 5.8 b 6.2 a 295.4 b 8.9b 8.6 b 6.4 a 18.0 b 1.9 a 3.8 a 

2010 once 5.6 b 5.8 b 6.3 a 302.3 b 9.0b 8.7b 6.4 a 17.6 a 2.0 a 3.5 a 

cont 5.0 a 5.4 a 6.1 a 272.9 a 8.6 a 8.2 a 6.3 a 17.4 a 2.1 a 3.0 a 

twlce 6.5 b 6.5 b 6.6 a 265.5 a 8.8 a 8.4 a 6.3 a 17.1 a 2.1 a 2.4 a 

2011 once 6.4 b 6.3 ab 6.3 a 278.5 a 8.9 a 8.5 a 6.4 a 17.3 a 2.0 a 2.5 a 

cont. 5.5 a 6.0a 6.3 a 270.5 a 8.7 a 8.5 a 6.4 a 16.8 a 2.0 a 2.7 a 

twlce 6.4 b 6.0 ab 6.4 b 262.1 ab 8.8 b 8.5 b 6.1 a 16.1 a 2.0 a 3.9 a 

2012 once 6.4 b 6.1 b 6.5 b 264.4 b 8.8 b 8.4 b 6.2 a 16.8 b 2.1 a 4.5 a 
cont 6.0 a 5.6a 5.9 a 246.2 a 8.5 a 8.2 a 6.1 a 16.2 ab 2.1 a 4.7 a 

Z Harvest dates ofrespective year: 2010-Nov.24; 20 11-Nov.24; 2012-Nov.26. 

Y The color chart value was converted企omthe Hue angle (HO
) measured using a color-difference meter. 

X Means in the same colurml within the same yeぽ followedby the same le抗erare not significantly different at Pく 0.01by Tukey test (n = 30). 

果がなく， 9月 9日および 10月 8日の散布で成熟促進効

果があることを報告している. これらの報告は，アブシシ

ン酸によるカキの着色向上効果を示すものであり，本研究

の結果と一致している.松井ら (1992b) は天然型アブシ

シン酸の 100および 300ppmとも着色向上効果を示したと

しているが，本研究ではアブシシン酸含有肥料の 1，000倍

以下(天然型アブシシン酸 100ppm相当)では着色向上効

果は認めらなかった(第2表). これは肥料成分の有無や

処理範囲に枝葉を含むか否かの違いに起因するものと考え

られる.本研究の結果では，アブシシン酸含有肥料の 500

倍液を l回散布することで実用的な着色向上効果が認めら

れている(第3図)が，散布濃度の低減や効果的な散布方

法についてさらに検討する余地があるものと考えられた.

カキで着色向上効果を示す時期は限定的であり，本研究

およびこれまでの報告では，果実成長第 II期から果実成

長第皿期へ移行する時期で、ある 9~ 10月初めの散布に集

中している. この時期は，停滞していた果実肥大が急激な

肥大を再開し，着色，糖集積および果肉の軟化など成熟が

進行する(岡本， 1996) ことから，カキの着色開始の起点

となる重要な時期で，その移行時期の早晩が着色の良否に

関与していると考えられる.また，カキと同様に果実にカ

ロテノイドを集積するトマトでは，緑熟期で着色促進効果

が認められ，幼果期の効果は小さいこと(禿ら， 1992)， 

緑熟期の収穫果においても着色が促進するとともにエチレ

ン生合成を誘導することが報じられている (Zhangら，

2009). さらに，果皮中にアントシアニンを集積するブド

ウでは，‘巨峰， (Kataokaら， 1982)，‘デラウェア， (松井ら，

1992a)， ‘オリンピア， (平ら， 1988;松島ら， 1989) など

の主力品種を始め，多くの黒色系および赤色系品種(片岡，

1986) でアブシシン酸の散布による着色向上効果が認めら

れており，最も効果の高い時期はベレーゾン後 2~3 週間

で，それ以外の時期は効果が劣るとしており(北村ら，

2007;松島ら， 1989)，カキと同様に着色向上効果を示す時

期は限定的である. これらの結果は，アブシシン酸はカロ

テノイドやアントシアニンなどの色素の含有量を直接的に

高める効果を持つものではなく，着色期に移行する時期を

早める効果を持つ可能性を示唆するものと考えることがで

きる.

平田ら(1978)は，カキ果実のアブシシン酸の活性は‘富

有'および‘平核無' とも生理落果の時期，匹の発育完了期

(果実成長第II期)および果実の成熟期に高く，果実の着色・

成熟と密接に関係しているとしている.また Sunら(2012)

は， ‘平核無'の果肉において開花 125日後にアブシシン

酸含量とカロテノイドを分解してアブシシン酸の生合成

に関与する酵素遺伝子の一つである DkNCEDl (9-cis-

epoxycarotenoid dioxygenase) の遺伝子発現がピークとなる

結果を示している ‘平核無'の開花 125日後は，我が国

では着色開始期直前に相当する時期である. ワイン用ブド

ウでは，高温(350C) 下のアントシアニン量は適温

(250C) の半分に留まるが (Moriら， 2007)，高夜温下で

栽培したブドウにアブシシン酸を散布すると低夜温下で栽

培したブドウと同レベルのアントシアニン量となることが

示されている (Moriら， 2005). また，ブドウ ‘安芸クイー

ン'の果房を低夜温処理すると，アブシシン酸含量の増加

に対応して，着色開始期の着色が促進され (Koshi句ら，

2007)， ABA処理によって，アントシアニン生合成系遺伝

子の発現が誘導されたことから ABAはブドウ果皮の成熟

を促進させていることが示唆されている (Koyamaら，

2010). さらに，果実温を制御したウンシュウミカンにお

いて低温がカロテノイド生成を促進し， ABA含量も同様

の推移を示すことが報じられている(宇都宮ら， 1982). 

これらのことから，カキの着色遅延や着色不良は成熟前

の高温条件によって内生のアブシシン酸の生合成が抑制さ

れるもしくは高温条件によって消費されることによって引

き起こされ，外生処理によってアブシシン酸を補うことで

着色開始期が早まり，着色が向上するものと推察された.

しかし，本研究では実際のアブシシン酸量の推移や外気温

とアブシシン酸との関係については調査していないことか

A 
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ら，今後これらの調査を行っていく必要がある.

摘要

近年頻発するカキ‘富有'の着色遅延や着色不良に対応

するため，天然型アブシシン酸含有肥料の果実散布による

着色向上効果について検討した. 250 ~ 500倍のアブシシ

ン酸含有肥料をへた中心に果実全体に散布すると，無散布

に比べてカラーチャート値で1.0高く，収穫期では 1週間

から 10日前進化した.効果を示す散布時期は， 9 月~ 10 

月初旬の着色開始期直前であり，着色開始期以降の効果は

認められなかった.また，着色の向上は果実散布後 10日

ほど経過した後に認められるが，無散布の着色が始まる時

期になるとカラーチャート値の差は一定のまま収穫期まで

推移した. これらのことから，アブシシン酸含有肥料の散

布による着色向上は，着色開始期に移行する時期を早める

ことによってもたらされているものと推察した.
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